
海 �
別 �
べ つ �

9
　
八
月
十
一
日
、
中
春
別
の
春
別
川
で
「
春
別
川
ク
リ
ー
ン
イ
カ
ダ
下
り
」
が
行�

わ
れ
、
川
と
川
辺
の
ゴ
ミ
拾
い
を
行
っ
た
後
イ
カ
ダ
下
り
を
行
い
ま
し
た
。�

　
イ
カ
ダ
下
り
の
コ
ー
ス
は
、
樹
木
が
川
の
上
に
覆
い
か
ぶ
さ
り
、
カ
ー
ブ
の
連�

続
。
約
二
㎞
の
川
下
り
で
す
が
、
参
加
者
は
ジ
ャ
ン
グ
ル
を
冒
険
し
た
気
分
を
味�

わ
い
ま
し
た
。�

No.467  SEP. 2002  平成14年�

か い �

海 �
別 �
海 �

別 �
波頭で海を表現。�
中央の分銅は町内の興隆。�
左右に跳ねた翼は躍進。�

自
然
を
堪
能
、イ
カ
ダ
下
り�
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◎
合
併
し
た
場
合
の
効
果

市
町
村
の
合
併
に
よ
っ
て
、
一
般
的

に
次
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
が
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

○
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

合
併
に
よ
り
行
財
政
基
盤
が
強
化
さ

れ
る
と
、
高
齢
社
会
に
対
応
し
た
施
策

や
救
急
医
療
体
制
の
整
備
な
ど
行
政
サ

ー
ビ
ス
の
充
実
が
図
ら
れ
る
。

合
併
の
市
町
村
相
互
の
公
共
施
設
が

利
用
し
や
す
く
な
る
こ
と
に
よ
り
住
民

の
選
択
範
囲
が
広
が
る
。

○
広
域
的
観
点
に
立
っ
た

効
率
的
ま
ち
づ
く
り

公
共
施
設
が
広
域
的
観
点
か
ら
効
率

的
に
配
置
、
類
似
施
設
の
重
複
投
資
が

さ
け
ら
れ
効
率
的
施
策
が
展
開
で
き

る
。環

境
問
題
、
観
光
振
興
な
ど
広
域
的

取
り
組
み
を
必
要
と
す
る
課
題
に
効
果

的
な
展
開
が
可
能
に
な
る
。

○
行
政
の
効
率
化
・

サ
ー
ビ
ス
提
供
基
盤
の
強
化

総
務
・
企
画
な
ど
管
理
部
門
の
効
率

化
が
図
ら
れ
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
部
門
、

事
業
実
施
部
門
の
充
実
が
可
能
に
な

る
。ま

た
、
専
門
の
組
織
や
職
員
の
配
置

が
で
き
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上

が
期
待
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

○
地
域
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
と

総
合
的
発
展

合
併
に
よ
る
大
き
な
市
町
村
の
誕
生

が
地
域
の
存
在
感
と
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ

に
つ
な
が
り
、
地
域
の
総
合
的
発
展
が

期
待
で
き
る
。

◎
市
町
村
合
併
で

心
配
さ
れ
る
こ
と

市
町
村
の
合
併
は
、
複
数
の
町
が
一

つ
に
な
る
こ
と
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
組

織
や
制
度
が
統
一
さ
れ
、
行
政
効
率
を

図
る
中
で
次
の
よ
う
な
問
題
が
生
じ
る

こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
ぬ
く
も
り
の
あ
る
行
政
の
確
保

人
口
が
少
な
い
市
町
村
で
は
、
一
人

ひ
と
り
の
顔
が
見
え
る
中
で
ぬ
く
も
り

の
あ
る
行
政
が
行
わ
れ
て
き
た
が
、
こ

う
し
た
行
政
が
合
併
に
よ
っ
て
実
施
で

き
な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
。

○
住
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
確
保

合
併
に
よ
り
行
政
サ
イ
ド
と
住
民
と

の
関
係
が
遠
く
な
り
、
行
政
施
策
に
住

民
の
意
向
が
十
分
反
映
さ
れ
な
く
な
る

と
と
も
に
、
一
部
の
施
策
分
野
に
お
い

て
は
、
地
域
ご
と
の
き
め
細
か
な
サ
ー

ビ
ス
が
で
き
な
く
な
る
の
で
は
な
い

か
。

○
中
心
部
と
周
辺
部
な
ど
の

地
域
格
差
の
発
生

合
併
に
よ
り
、
ま
ち
の
中
心
部
に
公

共
施
設
な
ど
が
集
中
し
て
整
備
さ
れ
、

周
辺
部
に
お
け
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
低

下
し
、
生
活
上
の
利
便
性
が
失
わ
れ
る

こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

○
培
わ
れ
て
き
た

風
土
や
郷
土
の
存
続

合
併
に
よ
っ
て
、
長
い
歴
史
の
中
で

培
っ
て
き
た
そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
村
に
お

け
る
風
土
や
気
質
、
郷
土
文
化
、
郷
土

へ
の
愛
着
心
が
安
易
に
忘
れ
去
ら
れ
た

り
、
存
続
し
て
い
く
こ
と
が
難
し
く
な

る
の
で
は
な
い
か
。

○
こ
の
ほ
か
に
、
財
政
状
況
に
差
が
あ

る
市
町
村
の
合
併
は
、
財
政
状
況
の
良

い
市
町
村
に
不
利
に
な
る
の
で
は
な
い

か
。
福
祉
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
水
準
が
低

下
し
た
り
、
税
や
水
道
料
金
な
ど
が
高

く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
い
っ
た
こ
と

が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

合
併
パ
タ
ー
ン

北
海
道
は「
市
町
村
合
併
推
進
要
項
」

の
中
で
次
の
三
つ
の
合
併
パ
タ
ー
ン
を

示
し
て
い
ま
す
。

市
町
村
合
併
に
関
す
る
お
問
い
合
わ

せ
は
、
企
画
調
整
課
広
域
行
政
検
討
担

当
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

1
五
―
二
一
一
一（
内
線
二
二
一
四
）

まちの将来を考える

市
町
村
合
併
を
め
ぐ
る
動
き
に
つ
い
て
、
前
回
は
、
市
町
村
合
併
が
推
進
さ
れ
る

背
景
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。
今
月
号
で
は
、
合
併
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
や
課

題
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

市
町
村
合
併

羅臼町�

標津町�

中標津町�

別海町�

根室市�

根室支庁管内� 根室管内の合併パターン�
類　　型�

①市制合体型�
②市制施行型�
③体制整備Ａ型�

関 係 市 町 村�
根室市　別海町　　　　　�
別海町　中標津町　　　　�
中標津町　標津町　羅臼町�

人口�
50,060�
40,089�
36,433

面　積�
1,890.3�
2,005.3�
1,707.3

（人口：人　面積：h）�

（人口：平成12年の国勢調査人口）�

　
合
併
パ
タ
ー
ン
は
、

役
所
間
の
距
離
や
人
口

規
模
、日
常
生
活
圏（
通

勤
・
通
学
圏
、
医
療
圏

等
）、
国
・
道
の
機
関
の

管
轄
区
域
等
に
着
目
し
、

市
町
村
が
自
主
的
に
合

併
を
検
討
す
る
上
で
の

検
討
素
材
と
し
て
作
成

さ
れ
た
も
の
で
す
。�

　
こ
の
パ
タ
ー
ン
の
他

に
、
地
域
の
実
態
に
即

し
て
他
の
組
み
合
わ
せ

を
妨
げ
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。�
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まちの�
できごと�

故郷ふれ愛フェスタ2002

ウ
エ
ス
タ
ン
カ
ー
ニ
バ
ル

「
故
郷
ふ
れ
愛
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
２
」
が

八
月
四
日
、
交
流
館
ぷ
ら
と
横
の
多
目
的
広

場
で
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
町
内
の
農
業
、
漁
業
、

商
工
業
と
い
っ
た
異
業
種
の
青
年
が
故
郷

「
べ
つ
か
い
」
を
見
つ
め
直
し
、
互
い
の
交

流
を
深
め
よ
う
と
開
い
て
い
る
も
の
で
す
。

会
場
は
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
農
協
、

漁
協
な
ど
の
地
元
産
の
物
産
市
、
よ
さ
こ
い

や
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
、
ス
テ
ー
ジ
で
は
歌
謡

シ
ョ
ー
や
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
夜
に
は
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
も
開
か
れ
、
夏

の
夜
を
味
わ
い
ま
し
た
。

西
春
別
駅
前
で
冬
に
行
わ
れ
て
い
る
「
ス
ノ
ー
カ
ー
ニ
バ
ル
」
と
農
協
祭
を
合

わ
せ
た
「
ウ
エ
ス
タ
ン
カ
ー
ニ
バ
ル
」
が
八
月
十
日
・
十
一
日
、
西
春
別
農
協
駐

車
場
と
西
春
別
運
動
公
園
で
開
か
れ
ま
し
た
。

十
日
は
よ
さ
こ
い
や
大
ビ
ン
ゴ
大
会
、
花
火
大
会
が
行
わ
れ
、
十
一
日
は
子
牛

を
引
っ
張
っ
て
走
る
「
モ
ー
モ
ー
レ
ー
ス
」
や
倍
賞
千
恵
子
・
小
六
禮
次
郎
夫
妻

の
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
、
ハ
ワ
イ
旅
行
が
当
た
る
○
×
ク
イ
ズ
等
が
行
わ
れ
会
場
に

訪
れ
た
家
族
連
れ
は
イ
ベ
ン
ト
を
満
喫
し
ま
し
た
。

バンド演奏「プロジェクト オブ イスト パワー」

若い心でフォークダンスよさこいソーラン 熱唱Y原田ゆかり

別海賛歌を熱唱する佐野町長と小六禮次郎・倍賞千恵夫妻

ドキドキハラハラ乗馬体験 海外旅行当選おめでとう



戦
没
者
追
悼
式

五
十
七
回
目
の
終
戦
記
念
日
を
迎
え

た
八
月
十
五
日
、
中
央
公
民
館
で
別
海

町
戦
没
者
追
悼
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
典
に
は
、
遺
族
や
関
係
者
二
百
人

が
参
列
し
、
正
午
に
黙
と
う
を
捧
げ
、

式
辞
で
町
長
は
「
平
和
の
尊
さ
さ
え
忘

れ
が
ち
な
現
代
に
語
り
継
ぎ
な
が
ら
、

郷
土
の
発
展
を
期
し
た
い
」
と
戦
没
者

へ
追
悼
の
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

参
列
者
は
次
々
と
献
花
し
、
戦
没
者

の
冥
福
を
祈
り
、
平
和
の
尊
さ
を
あ
ら

た
め
て
か
み
し
め
ま
し
た
。
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町
内
在
住
で
九
十
歳
を
迎
え
る
方
を

祝
う
「
別
海
町
長
寿
賞
」
が
次
の
方
々

に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

花原　秀雄さん（走古丹１の41）
明治45年７月３日生

米谷わくりさん（別海川上町４の５）
大正元年８月10日生

自
然
と
ふ
れ
合
う

イ
カ
ダ
下
り

八
月
四
日
、
別
海
地
区
こ
ど
も
会
育

成
協
議
会
が
西
別
川
で
、
ま
た
八
月
十

一
日
に
は
中
春
別
自
然
を
楽
し
む
会
が

中
春
別
川
の
付
近
を
清
掃
後
、
イ
カ
ダ

下
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

ど
ち
ら
も
、
ジ
ャ
ン
グ
ル
の
よ
う
に

木
が
生
い
茂
っ
て
い
る
所
や
、
倒
れ
て

い
る
木
な
ど
を
避
け
る
た
め
、
イ
カ
ダ

の
舵
を
一
生
懸
命
取
り
な
が
ら
、
そ
れ

ぞ
れ
予
定
の
ゴ
ー
ル
に
た
ど
り
つ
き
ま

し
た
。

途
中
、
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
川
に
落
ち

た
人
も
い
ま
し
た
が
、
大
人
も
子
供
も

一
緒
に
な
っ
て
自
然
に
ふ
れ
た
楽
し
い

一
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

別
海
高
校
酪
農
科

酪
農
経
営
コ
ー
ス

海
外
研
修
出
発
Y

八
月
二
十
一
日
、
別
海
高
校
酪
農
経

営
コ
ー
ス
十
六
名
が
、
欧
州
諸
国
の
視

察
研
修
に
出
発
の
た
め
町
長
へ
挨
拶
に

訪
れ
ま
し
た
。

町
長
か
ら
「
色
々
な
体
験
を
通
じ
、

し
っ
か
り
学
ん
で
来
て
く
だ
さ
い
」
と

激
励
の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

欧
州
諸
国
は
酪
農
先
進
国
で
、
こ
れ

か
ら
の
別
海
町
の
酪
農
に
対
す
る
知

識
・
技
術
を
高
め
、
国
際
的
な
広
い
視

野
を
持
っ
た
酪
農
後
継
者
、
又
は
地
域

の
発
展
に
貢
献
で
き
る
人
材
の
育
成
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。
研
修
は
、
八
月

二
十
四
日
〜
九
月
七
日
の
十
五
日
間

で
、
三
泊
四
日
の
フ
ァ
ー
ム
ス
テ
イ
を

含
め
、
チ
ー
ズ
工
房
、
山
岳
酪
農
等
の

視
察
を
行
う
予
定
で
す
。

西別川イカダ下り



北
海
道

空
手
道
選
手
権
で
優
勝

七
月
二
十
七
日
、
虻
田
町
に
お
い
て

第
二
十
九
回
オ
ー
プ
ン
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

北
海
道
空
手
道
選
手
権
大
会
に
出
場
し

た
中
山
幸
志
君
（
中
西
別
中
三
年
）
が

中
学
生
の
部
で
優
勝
し
ま
し
た
。

幸
志
君
は
、
空
手
を
習
っ
て
ま
だ
一

年
五
ヶ
月
で
、
今
年
一
月
の
大
会
で
は

初
出
場
で
初
優
勝
。
今
回
で
二
回
連
続

優
勝
に
な
り
ま
し
た
。

大
会
で
は
、
準
決
勝
戦
ま
で
は
順
調

に
優
勢
勝
ち
で
進
み
、
決
勝
戦
で
は
前

蹴
り
で
相
手
を
何
回
も
場
外
に
追
い
出

し
、
見
事
、
判
定
勝
ち
で
優
勝
し
ま
し

た
。身

長
百
六
十
七
㎝
、
体
重
七
十
㎏
の

幸
志
君
は
、
高
校
に
進
学
し
て
も
空
手

の
道
を
歩
ん
で
い
く
と
話
し
て
い
ま
し

た
。
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８月12日、町営野球場で甲子園に何度も出場して
いる駒澤大学付属岩見沢高校の野球部・監督が別海
町を訪れ、野球教室を開きました。
教室には町内の小・中・高校生の他に標津、中標

津からも参加し、捕球の仕方、打ち方などを習いま
した。教室の前には別海と中標津両高校との練習試
合も行われ、レベルの高い野球を経験して多くのこ
とを学んだ１日でした。
８月17日には、別海ラグビー協会が中心の主催で、

別海町ラグビー祭が開かれました。
10年前からラグビーの普及のために開かれ、子供

でも容易にできるタグラグビー教室を行っていま
す。このラグビーは、腰にタグ（布）を付け、タッ
クルする代わりにタグを取る方法で、けがの心配が
少なくラグビーを楽しむことができます。参加した
子供たちはラグビーのルール等を教えてもらいなが
ら気持ち良い汗を流しました。
この教室には、ＮＰＯ法人のラグビーチーム、北

海道バーバリアン
ズ（札幌市）も応
援にかけつけ、こ
の後、別海チーム
と試合も行いまし
た。

7月24日、平成14年度北海道消防操法訓練
大会が江別市で開催され、根室管内代表とし
て別海消防団（石戸谷保団長）第１分団がポ
ンプ車操法に出場しました。
この競技は、火災を想定し隊員５名がポン

プ車で放水、ホースを２線延長し、炎に見立
てた２個の標的を倒すまでのタイムと安全確
実性等を競うものです。
隊員は２月から体力訓練を始め、５月下旬

からは週４日、夜間に厳しい訓練をつみ重ね、
14隊中、堂々第３位となり優良賞を受賞しま
した。
隊員たちは、この貴重な経験を今後の消防

団活動に生かしていこうと、気持を新たにし
ました。
〈出場隊員紹介〉
指揮者：班長沓沢勝（根室地方家畜商業協

同組合）、１番員：丹羽有司（丹羽ふとん店）、
２番員：金子勝（橋本電気商会）、３番員：
川村憲正（ＪＡべつかい）、４番員：千葉直
樹（実板金）、補助員：石田隆（ＪＡべつか
い）、補欠員：小山内裕一（おさない建具製
作所）、補欠員：小野佳詔（高砂電機）

北
海
道
消
防
操
法
訓
練
大
会
優
良
賞
受
賞

野球・ラグビー、スポーツ教室
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別
海
町
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

ビ
ジ
ョ
ン
策
定
委
員
会
設
置

七
月
二
十
九
日
別
海
町
役
場
会
議
室
に
お
い
て
、

第
一
回
別
海
町
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
委
員

会
議
が
開
催
さ
れ
、
学
識
経
験
者
二
名
、
地
場
産
業

関
係
者
十
三
名
を
含
む
十
七
名
の
委
員
に
佐
野
町
長

か
ら
委
任
状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
策
定
委
員
会
は
、
二
酸
化
炭
素
の
削
減
や
石

油
な
ど
の
脱
化
石
燃
料
を
目
指
し
、
ふ
ん
尿
の
利
活

用
や
温
泉
の
廃
熱
、
太
陽
光
、
風
力
、
生
ゴ
ミ
焼
却

時
に
発
生
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
、
こ
れ
か
ら
の
別

海
町
の
地
域
に
適
し
た
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
を
模

索
し
、
公
共
施
設
や
地
域
住
民
へ
の
普
及
を
目
指
す

も
の
で
す
。

会
議
で
は
、
委
員
長
に
北
海
道
大
学
農
学
部
教
授

松
田
従
三
氏
、
副
委
員
長
に
北
海
道
大
学
工
学
部
助

手
大
友
詔
雄
氏
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

自
治
体
が
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
を
検
討
す
る
経

費
は
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技
術
総
合
開
発
機
構

（
略
称
Ｎ
Ｅ
Ｄ

Ｏ
）
が
一
〇

〇
％
補
助
す
る

も
の
で
、
町
は

こ
の
制
度
を
利

用
し
、
来
年
二

月
ま
で
に
新
エ

ネ
ル
ギ
ー
導
入

に
向
け
た
報
告

書
を
作
成
す
る

こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

別
海
町
勢

各
種
陸
上
競
技
で
活
躍
Y

六
月
か
ら
八
月
に
か
け
て
道
内
各
地
で
行
わ
れ
た
陸
上
競
技
大
会
で
別
海
出
身
者
及

び
高
校
・
中
学
生
が
活
躍
を
し
、
優
秀
な
成
績
を
残
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
日
頃
の
練
習
成
果
を
発
揮
し
、
後
輩
た
ち
の
励
み
と
な
る
よ
う
、
更

に
上
位
を
目
指
し
て
挑
戦
し
て
く
れ
る
事
で
し
ょ
う
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○北海道インカレ（６月15・16日、札幌円山陸上競技場）�
出　場　者�

片岡　祐介�

�

上林　　亨�

�

土屋　宏太�

�

佐藤　一基�

村山　隆太�

�

種　　　　目�

  5,000m�

�

10,000m�

3,000m障害�

ハンマー投げ�

砲丸投げ�

400mハードル�

やり投げ�

順　　　位�

優勝（大会新）�

14.28.21�

優勝 31.22.65�

３位�

２位�

４位�

３位�

５位�

出身校及び在学校�

上春別中・別海高校・道教大学旭川校�

�

野付中・別海高校・道教大学旭川校�

�

上春別中・別海高校・札幌学院大学�

�

別海中央中・別海高校・札幌大学�

野付中・別海高校・札幌大学�

�○全道中体連陸上大会（７月27・28日、札幌厚別陸上競技場）�

○陸上北海道選手権（８月17・18日、旭川花咲スポーツ公園陸上競技場）�
　上林　　享（野付中・別海高校・道教大旭川校在学）5,000m  優勝�

○南部忠平杯全道駅伝（８月11日、大樹町）�
　別海中央中学校　男子・女子　各３位�
　　区間賞：男子 第６区　菊地　和宣、女子 第１区　太田　絵理�

出　場　者�

川端　郁弥�

工藤　良太�

種　　　　目�

砲丸投げ�

棒高跳び�

走り幅跳び�

順　　　位�

  ４位（13m71㎝）�

５位（釧根新記録）�

６位�

在　　　学　　　校�

上春別中学校３年�

上風連中学校３年�

☆その他予選通過者多数�

第33回北海道中学校陸上競技大会

駅伝3位に入賞した別海中央中キャプテンの
平沢晋太郎君と今井佐都美さん

副委員長 大友詔雄氏 委員長 松田従三氏



夏休み青少年の相互交流�
�
○秋田県の中学生来町 ホームステイで酪農体験�
　秋田県八森町の中学生５人が７月24日から27日までの４日間当町を

訪れ、西春別の酪農家にホームステイをし、酪農体験学習を行いまし

た。�

　八森町と当町は大変縁が深く、別海町の歴史を解く貴重な資料であ

る加賀家文書を有する町で、一昨年７月にオープンした加賀家文書館

は、この古文書の寄託を受け展示公開しています。�

　この縁で両町は、青少年の交流などを通して親交を深め、平成６年

から中学生の訪問が始まり、今年で９回目の来町となりました。本町での３泊４日の滞在中２泊をホームステ

イをして、受け入れ家庭の中学生と一緒に牛舎の清掃や搾乳と初めて経験する牛の世話に戸惑いながらも貴重

な体験をして帰郷しました。�

�

�
○「少年少女ふれあいの翼」塩江町派遣 香川県塩江町中学生と交流�

　友好都市交流事業の一環として、平成

11年度から始めた塩江町と別海町による

相互訪問事業、今回、第２回目の塩江町

訪問団として、別海町内の中学生10校か

ら各１名の中学生10名が７月29日から８

月１日までの日程で塩江町及び広島市を

訪問しました。�

　塩江中学校訪問では、出迎えてくれた

塩江中学生の案内で学校施設見学の他、

１泊２日の日程でキャンプや竹細工・竹めし作り体験、瀬戸大橋見学など行動を

共にして交流を深めました。�

　一行は、塩江町の他、広島市の原爆ドームや平和記念公園を訪れ、被爆体験者の講話を聞いた後、参加者全

員で折った千羽鶴を贈呈し、平和に対する認識を深めました。�
�

�

○「枚方少年少女ふれあいの翼」来町 別海町の中学生と交流�
　友好都市大阪府枚方市の中学生10人が７月30日から８月２日まで

の３泊４日の日程で来町し、別海町の中学生と交流しました。�

　昭和62年に友好都市提携を結んだ枚方市とは平成５年から毎年夏

休みに中学生が交互に訪問し、体験学習などを通して交流を図って

おり、枚方市からの訪問は今年５回目となります。�

　中学生同士の交流には別海中央中学校の中学生13名が参加し、キ

ャンプやスポーツ交流、北方領土学習などを通じて交流を深めまし

た。�

　その後の酪農研修牧場では、初めて触る牛に大喜び。またバター作りでは、家族のお土産にとみんな一生懸

命に作っていました。�

　一行は４日間の滞在で、別海町の産業や自然に触れるとともに、たくさんの友達と思い出をつくり帰郷しま

した。�

ホームステイ先の西春別中学校生徒父母の皆さんと記念写真�

竹めしづくりに挑戦�

「原爆の子の像」へ千羽鶴を贈呈�

パークゴルフでスポーツ交流を行いました�
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皮 膚 科　札幌医大　遠藤　元宏  医師�
皮 膚 科　札幌医大　遠藤　元宏  医師（午前診療）�
耳鼻咽喉科　札幌医大　佐藤　　純  医師�
耳鼻咽喉科　札幌医大　佐藤　　純  医師（午前診療）�
小児神経外来　札幌医大　舘　　延忠  助教授�
皮 膚 科　札幌医大　松坂　英信  医師�
皮 膚 科　札幌医大　松坂　英信  医師（午前診療）�
耳鼻咽喉科　札幌医大　坪田　　大  医師�
耳鼻咽喉科　札幌医大　坪田　　大  医師（午前診療）�

奥行臼駅逓祭　奥行駅逓　10：00～�
西春別駅前地区敬老会　西公民館　11：00～ 13：00�
健幸カーニバル　中央公民館�　9：00～ 13：00 �
別海連合町内会対抗ソフトボール大会　ファミリー広場　8：30（雨天時／9月15日）�
青少年芸術劇場　劇団たんぽぽ公演　町民体育館　9：30～・13：15～　中学生�
別海地区敬老会　中央公民館　11：00～�
第４回柏の実まつり　柏の実学園内　10：00～14：00�
西春別駅前神社祭典　素人演芸会　18：30～�
西春別駅前神社祭典　10：00～�
上風連地区敬老会　上風連地域センター　11：30～�
尾岱沼地区敬老会　東公民館　12：00～　�
上春別地区パークゴルフ大会　上春別パークゴルフ場　10：00～�
別海連合町内会交通安全街頭啓発　図書館前　13：30～（雨天中止）�
上春別敬老会　上春別地域センター　11：00～�
別海町産業祭　農村広場　10：00～16：00�
別海町産業祭　農村広場　10：00～16：00�
第38回別海町駅伝大会　スタート／西春別運動広場　10：00～�
第10回上風連地区パークゴルフ大会　別海町パークゴルフ場　10：30～�
上風連連合大運動会　上風連小学校グラウンド　9：30～（雨天時／中学校体育館）�
西春別駅前連町パークゴルフ大会　西春別駅前パークゴルフ場　9：30～�
モーターグライダー体験試乗会　別海フライトパーク　9：00～　�
講演「子どもの危機とどう向き合うか」　別海町マルチメディア館　13：00～　無料�
別海連合町内会親睦パークゴルフ大会　別海パークゴルフ場　13：00～�

日�
5�
6�
9�
10�
13�
19�
20�
24�
25

曜日�
木�
金�
月�
火�
金�
木�
金�
火�
水�

診 療 内 容�町立�
別海病院�

9月�
診療�
　案内�

15-2311�
（内線201）�

　携帯電話は、病院内の医用電気機器�
に影響を及ぼす場合がありますので、�
病院内では電源を切ってください。�
�

携帯電話の使用について�

整形外科休診�

　町立別海病院では、理学療法士、看�
護師をそれぞれ募集しています。�
　受付は随時行っていますので、病院�
事務課総務担当までお問い合わせくだ�
さい。�

病院職員の募集について�
　外科診療は毎日、午前のみ診療して�
います。整形外科診療は毎日、午後の�
み診療しています。薬は、診療時だけ�
しか処方せんが出ませんので注意願い�
ます。�
�

外科・整形外科�

9月2日b～9月6日f都合により休診します。�

日�

1�
7�
8�
�
9�
14�
�
�
15�
�
�
�
19�
20�
21�
22�
23�
24�
28�
29�
�
�
5

曜日�

日�
土�
日�
�
月�
土�
�
�
日�
�
�
�
木�
金�
土�
日�
月�
火�
土�
日�
�
�
土�

日�

1�
2�
3�
7�

8�
�
9�
10�
17�
22�
23�
24�

29�
�
30�
�
�

曜日�

火�
水�
木�
月�

火
�
�
水�
木�
木�
火�
水�
木�

火�
�
水�

イ ベ ン ト 内 容 �

10/

地域情報カレンダー�9月�

地域情報カレンダー�

予 定 内 容 �
母 親 教 室�
１ 歳 半 健 診�
４ ヶ 月 健 診�
乳 幼 児 相 談 �
乳 幼 児 相 談�
母 親 教 室�
乳 幼 児 相 談�
母 親 教 室�
1歳3ヶ月歯磨き教室�
母 親 教 室�
３ 歳 児 健 診�
４ ヶ 月 健 診 �

フ ッ 素 塗 布 �
�

フ ッ 素 塗 布�
�
�

場　　　　　　　所�

町 民 保 健 セ ン タ ー�
町 民 保 健 セ ン タ ー�
町 立 別 海 病 院�
町 民 保 健 セ ン タ ー�
西春別ふれあいセンター�
町 民 保 健 セ ン タ ー�
東 公 民 館�
町 民 保 健 セ ン タ ー�
町 民 保 健 セ ン タ ー�
町 民 保 健 セ ン タ ー�
町 民 保 健 セ ン タ ー�
町 立 別 海 病 院�

西春別ふれあいセンター�
�

町 民 保 健 セ ン タ ー�

時　　　間�
10：00～12：00�
12：30～13：00�
12：30～13：00�
10：00～14：30�
10：00～11：30�
10：00～12：00�
10：00～11：00�
10：30～12：00�
10：00～11：30�
11：00～12：30�
12：30～13：00�
12：30～13：00�
10：00～11：30�
13：00～15：00�
９：30～11：30�
13：00～15：30

10月の�
保健業務予定�
町民保健センター　15-0359

10月の�
保健業務予定�
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外村　優衣ちゃん�
（武）�

みず  ほ�

坂本　瑞穂ちゃん�
（克範）�

みやび�

大野　　雅ちゃん�
（一也）�

あや  な  

白鳥　綾菜ちゃん�
（達男）�

し　ほ　み�

岡野信歩美ちゃん�
（信幸）�

もと  き�

町屋　源基くん�
（敏夫）�

こと  み�

山田　琴美ちゃん�
（勝人）�

よし  き�ゆ　い 

高橋　純生くん�
（国弘）�

ふう  か�

佐々木楓華ちゃん�
（寿行）�

ま　い�

篠田　真衣ちゃん�
（理之）�

たいせい�

倉澤　太誓くん�
（盛）�

りょう た ろう�

市田凌太郎くん�
（政人）�

ら　な�

菊地　良菜ちゃん�
（晃）�

のどか�

齋藤　　和ちゃん�
（悟）�

けん  ご  

熊生　健吾くん�
（一利）�

り　え�

中島　理絵ちゃん�
（秀樹）�

ち  ひろ�

寳澤　千優ちゃん�
（誠）�

8月
21日

　
町民保健センターで撮影　（

　）
内は
保
護

者
名

1歳6ヵ月健診�

みの  り�

本田　穂里ちゃん�
（憲一）�

さ　き�

工藤　紗樹ちゃん�
（直樹）�
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金婚の対象者を調べています

町では、永年にわたり社会の発
展に寄与され、めでたく金婚（結
婚50周年）を迎えられたご夫婦を
祝福するため、記念品等の贈呈を
予定しております。
平成14年１月１日から12月31日

までの１年間に金婚を迎えられる
夫婦が対象となりますので、昭和
27年に結婚され、現在別海町に居
住されている夫婦の方は、ご連絡
ください。
○締切／平成15年１月15日d

問合せ／福祉課高齢者福祉担当
（内線1317）、各支所・出張所、地
区民生児童福祉委員

除雪業務協力の新規募集

町では新規に町道及び公共施設
の除雪業務に協力していただける
方を募集します。
○対象者／除雪機械を保有してい
る町内在住の個人、又は事業所
で町の要請時に速やかに出動で
きる方。

○対象機械／スノープラウ装着の
ドーザー、グレーダー、トラック
及び歩道用ロータリ（手押し含む）

○借上料／町で算定した時間当た
りの借り上げ単価とします。

○募集締切／10月４日f

問合せ／事業課維持担当
（内線3217）

「幻の魚、マツカワ」
ネーミング募集

「マツカワ」とは、カレイ科の
魚で、体の表面が松の皮に似てい
ることからマツカワの名が付いた
とされており、ヒラメと並ぶ高級
魚で、歯ごたえがあり、うまみ成
分ともにヒラメより上とも言われ
ている魚です。今は水揚げが極め
て少なく、「幻のさかな」と呼ば
れています。
こうしたなか、北海道では、マ

ツカワを増やそうという取り組み
が積極的に進められています。
今後、漁獲増加が見込まれ、北

海道を代表する魚種として期待さ
れるこの魚のネーミングを募集し
ます。
○締切／10月31日e

○宛名／〒060-0003札幌市中央区
北３条西６丁目　北海道庁内郵
便局留「甦れY幻のさかなネー
ミング募集係」

問合せ／北海道水産林務部水産経
営課（1011-231-4111内線28-215）

風蓮湖の一部で
ニシン釣りを禁止

風蓮湖では、ニシンのふ化放流
などを行い、資源の増大を図って
おりますが、近年減少しており、
漁業者は危機感を抱いています。
このため、漁業者自ら資源の保

護に努めていますので、釣り人の
皆さんも規則を守り資源保護への
ご協力をお願いします。
○禁止期間／９月20日～12月31日
問合せ／根室支庁水産課

101532-3-6131（内線2621）

モーターグライダーの
無料体験搭乗

モーターグライダーの無料体験
搭乗を開催します。当日は日頃活
動している機体等の展示もしてい
ます。体験搭乗以外の方もご来場
ください。

○日時／９月29日a 9：00～15：00
○場所／別海フライトパーク（本
別56－５）

○対象／別海町在住の小学校中学
年以上の方

○申込締切／９月24日c

小・中学生は必ず保護者同伴で
ご来場願います。未成年の方は保
護者の承諾が必要です。
申込み・問合せ／別海フライトパ
ーク佐藤（17-3377、FAX7-3317）

お知らせ�
伝言板�
別海町役場  5-2111�
西春別支所  7-2131�

尾岱沼支所（01538）6-2166�
上風連出張所  5-7326�
上春別出張所  5-6011�

�

風蓮湖�風蓮湖�

根室湾�

太平洋�

本別海�

根室市�

根室湾�

太平洋�

本別海�

根室市�

根
　
室
　
湾
�

風蓮湖�

本別海�

風
蓮
川�

走古丹�

走古丹�

槍昔�

禁止区域ラインには標識を�
設置しています� 風蓮湖�

ニシンの採捕禁止区域�
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配慮しつつ有利な運用を、年金
支給期間は全額債権で安全性を
重視した運用を行います。

○保険料の手厚い国庫助成
¡認定農業者等一定の要件を備え
た意欲ある担い手に対し、保険
料（月額２万円）の２割、３割
又は５割の政策支援（保険料の
国庫補助）があります。

○保険料を自由に選択
¡政策支援を受けない場合、保険
料を月額最低２万円から最高６
万７千円まで千円単位で加入者
自身が選択できます。また、減
額・増額は任意です。

○税制面でも大きな優遇措置
¡保険料は全額社会保険料控除の
対象となり、年金給付について
も公的年金等控除の対象となり
ます。

○80歳までの保証が付いた終身
年金

¡年金は終身受給できます。加入

農業者年金に加入しましょう

○農業従事者なら誰でも加入
¡60歳未満の国民年金第１号被保
険者であって、年間60日以上農
業に従事する者であれば誰でも
加入できます。

¡農地を持たない農業者や家族従
事者も加入できます。

○積立方式で安心した財政運営
¡将来受給する年金は自らが積み
立てる方式となり、少子高齢化
の進展にも対応でき、長期に安
定した制度です。

¡確定給付型ではなく確定拠出型
の積立方式であるため、運用の
いかんに関わらず、安定した制
度です。

○積立金は安全かつ効率的に運用
¡積み立てられた保険料は農業者
年金基金が債権を中心に安全か
つ効率的に運用します。

¡年金資源の積立期間は安全性に

至計根別�
至中春別�

至中標津�

上春別市街�

至西春別�

至釧路�

国道272
折
返
し
点�

中西別市街�

一
般
道
々
中
西
別
計
根
別
線�

国道243

町道上西別幹線�

スタート・ゴール�
別海町営陸上競技場�

町道根室中部３号主要幹線� 至根室�

至中標津�

役場�
●�

主
要
道
々�

  

別
海
厚
岸
線
　�

交通規制実施に伴うお願い�
１、交通規制時間帯　10：00～14：00まで（4時間）�
２、別海→西春別間�
　別海市街地からの車は町道上西別幹線より町道根室中部31号幹線経由�
　一般道々中西別計根別線のう回路をご利用願います。�
３、西春別→別海間は片側通行（一方通行）です。�
４、厚床から西春別方面への車は町道根室中部３号主要幹線より主要道々�
　別海厚岸線を経由して町道上西別幹線のう回路をご利用願います。�
５、警察官、交通指導員の指示に従ってください。�
　　　　は、う回路　　　　は、マラソンコース�

第24回別海町パイロットマ ラ ソ ン�
第17回別海町パイロット健康マラソン�大会�10月6日（日）�

交通規制のお願い�10時00分～14時00分まで�

者や受給者が80歳になる前に亡
くなった場合は、80歳までに受
け取ると仮定した金額を死亡一
時金として遺族が受け取れます。

問合せ／農業委員会（内線1811）

大切にしていますか。
あなたの体。

7労災年金福祉協会では、仕事
の疲れやストレスからくる過労死
や精神障害、労災補償などの無料
相談を実施しています。お気軽に
ご相談ください。
相談は無料で秘密は厳守されま

す。
問合せ／7労災年金福祉協会札幌
年金相談所
10120-603-114（フリーダイヤル）
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ヘルスサポーターに
なりませんか？

ヘルスサポーターとは、自分の
身体や生活にあわせた健康づくり
を実践し、生活習慣病の予防や健
康的な生活を目指す人をいいま
す。健康と食事に興味がある方な
ら、どなたでも参加できます。
○内容／体脂肪測定・BMIのチェ
ック・塩分ひかえめ調理実習
（講義）など
○日時／10月31日e10：00～15：00
○場所／別海町民保健センター
○定員／30名（すべての町民・男
女問わずY）

○参加費／無料
○締切／10月18日まで
○主催／別海町食生活改善連絡協
議会

○共催／別海町・北海道中標津保
健所

申込み・問合せ／町民保健センタ
ー山田・奥村（15-0359）又は、
各地域の食生活改善推進員

平成14年度
「危険物取扱者試験準備講習会」

平成14年度第３回危険物取扱者
試験が10月27日に実施されます。
根室北部危険物安全協会では受

講生の合格を目標に受験希望者に
対し準備講習会を行います。
○日時／10月２日d・３日eの２
日間

○場所／根室北部消防事務組合中
標津消防署講堂

○講習種別／乙類４種（丙種受験
者でも受講可）

○申込締切／９月20日f講習会要
領・申込書は消防署にあります。

問合せ／消防本部（12-9144）又
は、別海消防署（15-2161）

指定工事業者名　代表者氏名　　　　住　　　　所　　　 電話番号  FAX番号�
㈲住友設備工業　住友　雅彦　別海町西春別駅前栄町64　    7-2463　   7-2766　�
協和建設設備㈱　沖野　康之　別海町別海旭町131　　　　  5-2240　   5-2195�
畠 沢 工 業 ㈱　畠沢　憲二　別海町別海緑町67-2　　　　 5-2423　   5-0388�
中島電器商会設備工事部　中島　　実　別海町別海旭町14　　　　　5-2513　   5-2513�
㈱ 高 橋 工 業　榎並　良雄　別海町中春別西町6　　　　  6-2046　   6-2815�
㈱ ほ つ け ん　坂本　孝人　別海町別海常盤町84-6　　　 5-2236   　5-2209�
㈱ 竹 崎 工 業　竹崎　修一　別海町西春別駅前錦町200　  7-2144　   7-2015�
共 和 水 道 ㈱　沖野　秀昭　別海町別海142　　　　　　  5-2362   　5-2474�
阪 口 水 道　阪口九一郎　別海町中春別南町9-16　　　 6-2977   　6-2251�
大 倉 工 業 ㈱　山下　道明　釧路市光陽町6番6号　          24-5176　 24-5568�
㈱三和設備工業　門馬　貞義　中標津町西5条北4丁目   　　 2-1548　   2-4433　�
豊 明 工 業 ㈱　伊藤　明広　中標津町字中標津1836-13　   3-5693   　2-7545�
太平洋設備㈱　小坂　典行　釧路市春採5丁目16番17号　46-3474　 46-6209�
㈲ 細 谷 設 備　細谷　　明　計根別本通東5丁目5番地　　8-2626   　8-2276�
㈲星山設備工業　星山　享一　別海町別海常盤町97　　　　5-3968　   5-3565�
高和設備工業㈱　林　　義信　中標津町西11条南7丁目1　　3-2711   　3-2722�
㈲北栄設備工業　外村　　武　別海町別海113-1　　　　　   5-3498　   5-3498�
釧路永伸工業㈱　木下　泰夫　釧路市白樺台2丁目27番6  　92-0550　 92-0647　�
タカイ配管設備　高井　敏昭　根室市西浜町2丁目50番地  　4-3694　   4-3694　�

別海町指定給水装置工事事業者一覧�

森林整備地域活動支援
交付金制度が創設

適切な森林整備を進めるため、
森林所有者による森林施業の実施
に不可欠な地域活動を支援する
「森林整備地域活動支援交付金制
度」が創設されました。
○対象森林／町から森林施業計画
の認定を受けている森林か、共
同で森林施業計画の面積が30ヘ
クタール以上で、次のいずれか
に該当する森林。

¡協定締結時に林齢が35年生以下
の人工林

¡協定締結時に林齢が36年から45
年生の人工林で別海町森林整備
計画の「水土保全林」か「森林
と人との共生林」、施業実施が
計画され、35年生以下の人工林
と一体的に施業が行われている
森林

¡協定締結時に林齢が60年生以下
の育成天然林

○対象者／森林施業計画を作成し
認定を受けている人。また、受
託等により森林所有者に代わっ
て森林施業計画を作成し認定を

受けた人。
○対象行為／森林の現況調査や施
業実施区域の明確化作業、作業
道、歩道の整備

○手続き／町との間に、実施に関
する協定の締結が必要です。

○実施期間／平成14年度から18年
度の５年間

○交付額／森林１ヘクタール当た
り年間１万円が平成18年まで、
毎年継続交付。

問合せ／みどり環境課（内線
2610・2611）又は、別海町森林組
合（15-2016）

指定工事事業者の
追加指定について

別海町指定給水装置工事事業者
について、平成13年５月号の広報
紙でお知らせしましたが、今回、
タカイ配管設備を新たに指定しま
したのでお知らせいたします。
なお、平成14年７月末現在の別

海町指定給水装置工事事業者は、
次のとおりです。
問合せ／水道課（内線4501）
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障害者雇用促進月間

ハローワークでは、毎年９月を
「障害者雇用促進月間」と定め、
障害者の雇用の促進に努めており
ます。
障害者の雇用の促進と職業の安

定のためには、地域の皆さんや事
業主の皆さんの理解と協力が不可
欠です。
障害者がその適性と能力を活か

した職業生活が送れますよう、皆
様方のご理解とご協力をお願いい
たします。
またハローワークには、仕事を

探している多くの障害者が登録さ
れ、就職の機会を待っております。
障害者雇用についてのご相談は

下記にお寄せください。
問合せ／ハローワーク根室公共職
業安定所101532-3-2161、中標津
分室101537-2-2544

産業祭�
第33回別海町�

9/
（土）�21 （日）�22

　２日間、農村広場で開催されます。多彩な�
アトラクションをご家族でお楽しみ下さい。�

第38回別海町駅伝大会�
第30回�

別海町中学校駅伝大会�
第6回女子駅伝大会�
9/

（月）�23 西春別運動広場～�
　　町営陸上競技場�

第42回 西別川�

あきあじまつり�
場所／本別海（西別川河口）�
　　　別海漁協特設会場�
○主なイベント／さけの即売、さけのつ�
　かみどり、あさりすくい、歌謡ショー�
　　  問い合わせ／観光担当（内線1613）�

10/14（月）�
【雨天決

行】�

労働通信教育講座10月開講�
○目　　的／労使及び国民一般の労働問題に対する理解を養う。�
○コ ー ス／総合コース：労働問題全般　�
　　　　　　労働法コース：労働法の解釈・判例等事務的知識�
○受 講 料／各コース　18,000円　　○応募締切／９月30日b�
○問 合 せ／7北海道労働協会　1011-633-2165

全国労働衛生週間�
「自分でチェックY私の健康　　　　　　�
　　　　　みんなでチェックY働く環境」�
職場の健康管理活動参加、自主的健康管理実施にご協力をY

○準備期間／９月１日～９月30日　　○本週間／10月１日～７日�
�

別海町の調査対象区は国から指
定された西春別駅前１部と別海市
街地の１部に居住する世帯の15歳
以上の世帯員に関する就業状況の
調査です。後ほど、調査該当世帯
へ、知事が任命した調査員が伺い
ますので、調査にご協力をお願い
いたします。
問合せ／統計広報担当（内線2116）

就業構造基本調査にご協力をY

総務省では、10月１日を調査日
として、就業構造基本調査を実施
します。調査の目的は、国民の就
業・不就業の実態を様々な観点か
らとらえ、国や地方公共団体での
雇用政策等の基礎資料とするもの
です。
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産業祭臨時郵便局開設に
ついて

別海郵便局では、９月21日
g・22日aに開催される産業
祭において、地場特産品ゆう
パックの引き受け、切手・葉
書・ふみカード等の販売をし
ます。
また、当日ゆうパックをご

利用のお客さまには、ラベル
書きの手間を少しでも軽減す
るために差出人住所、氏名を
あらかじめ印字しておくサー
ビスを行っています。印字ご
希望の方は、お早めに別海郵
便局までご連絡ください。

年金自動受取りは
郵便局で

大切な年金を「ぱ・る・る」
で自動的に受け取ることがで
きるサービスです。
①年金の支給日に自動的に通
帳へ振り込まれますので、
受け取りのつど年金証書な
どを提示する必要はありま
せん。

②年金の支給日から日割計算
で通常貯金の利子がつき、
全国どこの郵便局でも必要
な時にお受け取りできま
す。

③ホリデーサービス実施局の
ＡＴＭ・ＣＤ（郵便貯金自
動預（支）払機）では、土
曜・日曜・休日でも手数料
無料で引き出しできます。
申し込みは、郵便局の窓口

または、セールススタッフに
お申し付けください。

訂正とお詫び

８月号表紙の紹介で、「北海シ
マエビの産卵期は８月～９月、秋
のエビ漁は９月」と掲載しました
が、「産卵期は５月、秋のエビ漁
は10月～11月中旬」の誤りです。
訂正してお詫びいたします。

大切にしていますかY
あなたのからだ。

脳・心臓疾患の認定基準が
改正されました。

7労災年金福祉協会では、仕事
の疲れやストレスからくる過労死
や精神障害など無料相談を実施し
ています。お気軽にご相談くださ
い。フリーダイヤルによる電話で
のご相談でも結構です。相談は無
料で、秘密は厳守されます。
問合せ／7労災年金福祉協会　札
幌年金相談所　札幌市北区北７条
西２丁目　北ビル７階　10120-
603-114（フリーダイヤル）

１等１億５千万円�
２等１千万円�
発売期間／9月26日E～�
　　　　　　10月11日F�
抽 選 日／10月17日E

　宝くじの収益金は、市町村の�
明るく住み良い街づくりに使わ�
れます。�
�
�

１等前後賞�
合わせて�

�
２億円�
�

「別海町生涯学習講演会」�「別海町生涯学習講演会」�
　教育評論家「尾木直樹さん」を迎えて、別海町生涯学習講演会を�
開催します。�

◇日　時／平成14年9月29日A 13：00～�
◇場　所／別海町マルチメディア館�
◇テーマ／「子どもの危機とどう向き合うか」�
　　　　　  現在を生きる中高生～心の居場所を求めてY

◇入場料／無料�
◇問合せ／生涯学習メディア推進室（内線2511）�

　早稲田大学卒。現在、�
東京大学教育学部等講師�
として活躍。著書に「い�
じめ～その発見と新しい�
克服法」他�

活 動 歴 �
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◆
二
年
ほ
ど
前
か
ら
、
友
人
と
二
人
で
健
康
の
た
め

に
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
し
て
い
る
。
普
段
は
、
夕
食
後

一
段
落
し
て
か
ら
、
そ
の
他
は
時
間
を
合
わ
せ
無
理

の
無
い
よ
う
歩
い
て
い
る
。
ど
こ
へ
行
く
の
も
す
ぐ

に
車
を
利
用
し
が
ち
の
現
代
、
歩
き
な
が
ら
季
節
の

移
り
変
わ
り
を
感
じ
る
こ
と
は
楽
し
み
で
も
あ
る
。

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
生
活
習
慣
病
を
予
防
す
る
上
で
も

有
効
で
あ
り
、
ど
こ
で
も
手
軽
に
行
え
る
運
動
で
、

続
け
て
い
る
と
足
腰
に
も
良
い
筋
肉
と
体
力
が
付
く

と
の
事
。
快
適
に
生
活
を
送
り
た
い
と
願
う
な
ら
運

動
は
欠
か
せ
な
い
存
在
だ
。
ス
ポ
ー
ツ
と
食
欲
の
秋

が
近
づ
く
。
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
な
が
ら
、
食
欲
の

秋
も
満
喫
し
よ
う
。

（
鬼
）

◆
春
別
川
の
イ
カ
ダ
下
り
で
、
川
に
落
ち
た
子
が
い

た
。
そ
の
時
ふ
と
あ
る
夏
の
日
を
思
い
出
し
た
。
そ

の
夏
は
今
年
と
違
っ
て
太
陽
の
熱
と
光
が
肌
を
な
め

回
し
、
虫
が
赤
黒
く
焼
け
た
ハ
ム
を
食
い
つ
ば
ん
で

い
く
。
仲
間
と
川
の
縁
に
小
さ
な
テ
ン
ト
を
二
つ
張

り
、
夕
食
の
デ
ィ
ナ
ー
に
と
魚
釣
り
を
し
て
い
た
。

川
辺
は
う
っ
そ
う
と
草
木
が
生
い
茂
り
川
が
見
え
な

い
。
見
え
る
と
こ
ろ
ま
で
近
づ
い
た
時
…
。
川
幅
は

狭
か
っ
た
が
、
胸
の
当
た
り
ま
で
水
か
さ
が
あ
っ
た
。

草
に
し
が
み
つ
き
、
上
が
ろ
う
と
す
る
が
重
た
す
ぎ

て
な
か
な
か
上
が
れ
な
い
。
自
然
の
力
、
大
き
さ
に

負
け
た
気
が
し
た
。
こ
の
夏
に
焼
い
た
肌
は
元
に
戻

っ
た
が
、
這
い
上
が
っ
て
よ
つ
ん
ば
い
に
な
っ
た
体

か
ら
滴
る
水
は
、
今
も
脳
裏
に
焼
き
付
い
て
い
る
。

（
た
く
）

　　　　　　　　　　　　　　 　（保護者）�

u福原　詩苑（しおん）ちゃん（女）仁　史（別　　　海）�

u志渡　駿斗（はやと）ちゃん（男）正　勝（別　　　海）�

u橋本　　菖（あやめ）ちゃん（女）勝　利（上　春　別）�

u辻　　果凜（かりん）ちゃん（女）健　一（別　　　海）�

u内田　友芽（ゆ　め）ちゃん（女）弘　司（別　　　海）�

u佐藤　純希（じゅんき）ちゃん（男）孝　徳（豊　　　原）�

u久末　倫瑠（ともる）ちゃん（男）敏　幸（美　　　原）�

u佐野　綾花（あやか）ちゃん（女）達　也（上　風　連）�

u加藤　詩菜（うたな）ちゃん（女）徳　敏（別　　　海）�

u大野　珠梨（しゅり）ちゃん（女）順　也（走　古　丹）�

u齊藤　　隼（しゅん）ちゃん（男）隆　作（西春別駅前）�

u笠島　理奈（り　な）ちゃん（女）健　大（別　　　海）�

u上ヶ島和紀（かずき）ちゃん（男）正　明（別　　　海）�

u木村　愛梨（あいり）ちゃん（女）圭　一（別　　　海）�

u宍戸　愛実（あ　み）ちゃん（女）昌　行（別　　　海）�

u内山　大輝（ひろき）ちゃん（男）和　弘（別　　　海）�

u菅野　俊輔（しゅんすけ）ちゃん（男）和　紀（尾　岱　沼）�

u櫻田　駿太（しゅんた）ちゃん（男）金　人（尾　岱　沼）�
�
�
�

u栗栖　和則・平賀　倫子さん（西　春　別）�
u山賀　秀一・新居　牧子さん（別　　　海）�
u池田　卓也・佃　ひとみさん（別　　　海）�
u中野　　亮・田端志津子さん（走　古　丹）�
u北村　　昭・松島公実子さん（美　　　原）�
u本田　千春・中村カオリさん（西春別駅前）�
u小林　孝夫・南口　智美さん（別　　　海）�
�

�
�
�

s田口　末　さん　（90歳）　（豊　　　原）�
s田村ハシメさん　（98歳）　（別　　　海）�
s山内由美子さん　（38歳）　（別　　　海）�
s谷口　　功さん　（77歳）　（別　　　海）�
s大橋シズヱさん　（88歳）　（別　　　海）�
s竹内　京子さん　（43歳）　（美　　　原）�
s春日　英機さん　（60歳）　（別　　　海）�
s柴田喜美子さん　（68歳）　（中　春　別）�
s渡邉ミヨ子さん　（65歳）　（西　春　別）�
s櫻井　ハルさん　（80歳）　（別　　　海）�
s延藤　宮子さん　（75歳）　（西春別駅前）�
s　口　りせさん　（84歳）　（本　別　海）�
s佐藤マサ子さん　（74歳）　（上　春　別）�
�

～ご結婚おめでとう～�

～お誕生おめでとう～�

～お悔やみ申し上げます～�

おめでた・�
　おくやみ�
7月1日から7月31日届出分まで�

!5 BETSUKAI�2002.9
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反射材 光るあなたの心がけ�
別海町の交通事故発生状況　発生29件、死者８名、傷者39名�

　　　　　　　　　　　　　前年同期比　   （±０）　　  （＋４）　   　（＋３）　　　 　�

（平成14年１月１日～８月26日）�

「毎月15日は、道民交通安全の日です」�

Ｑ、国民年金には加入していま
すが、保険料については60歳
までに通年で25年になるよう
に計画して納めたいと思いま
す。何事も自分のペースで行
いたいし、強制されたくない
のですが。

Ａ、将来満額の年金がもらえる
ように保険料を納めましょう。
25年というのは老齢基礎年金

を受けるための最低必要年数で
す。国民年金は20歳から60歳ま
での40年間の保険料を完納する
ことで満額の年金を受け取れる
ことになっていますので、保険
料を納めていない期間を有して
いるとその分減額されてしま
い、25年では６割程度の年金額
にしかなりません。したがって、
月々保険料をきちんと納めてい
くことをお勧めします。
さらに、障害基礎年金や遺族

基礎年金は保険料を納めていな
いと受けられません。もしも、
要件を満たすまでの保険料を納
めていない間に不慮の事故で障
害者となり働けなくなったりし
たら大変なことになってしまい
ます。
また、国民年金は加入するべ

き人が保険料を納めることによ
って、年金受給者の生活を支え
ていく制度です。これは世代と
世代が永続的に助け合う相互扶
助の考え方を基本としています
ので、制度の趣旨を理解して
月々の保険料を納めてくださ
い。

社会保険事務相談所開設日
日時／10月15日c13：00～17：00
会場／中標津経済センター
問合せ先／国民年金担当

（内線１２２５）

☆国民年金保険料の納付は、安
心・便利・確実な口座振替・自
動振込みでY
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まちの人口／16,993人（－10）�
男／8,454人（－11）  女／8,539人（＋1）�

世帯／6,013世帯（＋1）�

平成14年７月31日現在  （　）は前月比�

�

別海町ホームページ�
http://www.betsukai.gr.jp/

この広報紙には森林保護のため�
再生紙を使っています�

広 報 べつかい 9月号�

¡町の木¡�
ナラ�

¡町の鳥¡�
ハクチョウ�

¡町の花¡�
センダイハギ�


